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国内塗料生産数量の推移



次回
製造へ…

製品に使われる石油缶の他
梱包資材など、あらゆる資材を
積極的にリサイクル、
リユースしています。
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今期は全体を通して月次、累計ともに数値目標を達成することができませ
んでした。要因としては、ネット販売売上げ増に伴う仕事量の増加や溶接関
係の作業量の増加などの理由から工場、事務所とも電気使用量が伸びた月が
多かったことが考えられます。
基準年を再設定したにも関わらず数値が上回り続けているため、使用電力
の可視化等をおこない社内の節電運動の強化に努めます。そのほか、作業効
率の向上も今後の課題になってくるかと思います。
自動充填機の導入も確定しているため、来期は今期と同等、もしくはさら
に電力使用量が増加する可能性もあります。無人時の無駄な照明を消す等の
さらなる節電を心がけるため、作業エリアの統一も検討したいと思います。

ｃｖ

電力の二酸化炭素排出量削減
kg-CO2 kg-CO2

◇駐車場・現場照明をLEDに総入れ替え ◇事務所・工場各所に節電表示 ◇事務所照明の省エネ利用

数値目標・原単位目標共に達成ならず



年間の電気使用量は前年比 200 kWh増

■2022 ■2023

残暑が続いたためか１０～１１月が前年比で
大幅に数値が上がる結果となりました。

月次評価

累計評価

■電気使用量 ■売上高

売上高原単位評価

月次評価

累計評価

電力二酸化炭素削減評価

前半はよかったものの後半まで維持できな
かったためその要因も探っていき対策を立て
たいところです。

単位：kWh 単位：kWh 単位：百万
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太陽光発電量

今期の太陽光発電による売電量は14,960kWh – 394,939円

太陽光発電における年間のCO₂削減量は以下の通りとなっており、

◇ソーラーパネルの設置

単位：kWh

発電量（kWh） × CO2 排出係数（kg/kWh） ＝ CO2 削減量（kg）

今年度の電力消費量におけるCO₂排出量（2,605Kg）の約1.8倍の数値でした。
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年別太陽光発電によるCO2削減効果と
事業所の電力＋自動車燃料のCO2グラフ

弊社の取り組み ※太陽光発電は現在はFIT制度で売電しているが、FIT終了後*は自家消費の予定

（発電量によるCO2削減貢献量の計算には当社の電力の二酸化炭素排出係数( ₂ )を用いています。）

■発電によるCO2削減貢献量（kg-CO2） ■CO2累計量（kg-CO2）
*2041年3月終了
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CO2排出量の削減目標数値

過去最も排出量の多かった2014年の数値から50％削減
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取り組み ： 電力の省エネ、 自動車のEV化、 再エネ電力使用、 駐車場に太陽光発電の設置

取り組み ： 電力の省エネ、 自動車のEV化、 再エネ電力、 太陽光発電



自動車の二酸化炭素排出量削減
 kg-CO2 kg-CO2

◇ 積載量に応じた車両の使い分け

荷受けや引き取り待ちの時は、アイドリングストップを意識して効率の
良い運転を心掛けました。

月次評価

累計評価

自動車の二酸化炭素削減評価
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年別 自動車CO2排出量推移

CO₂排出量 前年比 915 kg-CO2減

■2022 ■2023

今年度の年間走行距離は28,288km、
燃費は8.4km/Lでした。

■自動車 ■売上高

単位：L

今期は自社配達ではなくメーカー直送中心とした受注形態が多かったため、大幅に数値を減少す
ることに成功しました。引き続き効率の良い配達ルートの選定やアイドリングストップ等を行っていきます。
受注量にも左右される項目のため、来期も引き続き削減目標を意識してクリアできるよう努めます。

単位：L 単位：百万
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一般廃棄物の削減

廃棄物の
発生抑制

省資源

◇ 日々の在庫記録を
タブレットで

◇ 古紙リサイクル
裏紙の再利用

◇ お弁当を使い捨て
→回収容器の業者へ

◇ 梱包材に再利用

kg kg

製品・
サービス

月次評価

累計評価

一般廃棄物の削減評価



前年比で製造量が増えたため上半期では数値オーバーにな
る月が増えてしまいました。社内ミーティングで共有、対策を行っ
た結果、月次・累計ともにおおよそクリアできて一安心です。会
議資料以外に紙ベースのファイルの電子化も複数行っていたの
が数値をおさえた一因かと思います。目標値の93％の達成は
難しいとは思いますが、少しでも目標数値に近づけるよう、来
期も引き続きこまめなゴミの分別を行い、廃棄物削減に努めま
す。

■2022 ■2023

排出量削減のための対策
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年別 産業廃棄物排出量

11月は小分け依頼など、一定の廃棄がでてしまう製造が重なったため数値
が増加していました。ただ、今期は全体的に廃液が出る製造が比較的少なかっ
たため、目標値より大幅に低い数値が出た結果となりました。
製造の内容に依存する形にはなりますが、そのなかでも引き続き原料をきっちり

使い切る、作業ミスによる廃棄物を作らないことを意識し、来期も80％以下の数
値が達成できるようにしたいです。

ｃｖ

産業廃棄物の削減

◇ 廃サクエを用いて掃除 ◇廃液の分別処理

廃棄物の
適正処理

リサイクル

排水

■産廃排出量 ■売上高

単位：ｔ

 t t

前年比大幅減ですが・・・

単位：百万



◇ 節水レバー取り付け（右）
◇ 節水ラベル表示（左）

◇ 水温調節を氷→凍らせた
ペットボトルで代用

水道水の削減
㎡ ㎡

水使用量
再利用

廃棄物の
発生抑制

月次評価

累計評価

水道水の削減評価

７～９月などは毎年散水などで使用量が減らしきれませんでしたが、工夫すること
で数値を抑えることに成功しています。
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月別水使用量 比較

工場、倉庫の屋根に遮熱塗料を塗布し屋根散水をやめたのが削減の大きな要因だと思います。また、治具を改
良したことで製造時の水のロスが大幅に減らすことが出来ました。製造量によってある程度は左右されますが、
今後も一定の使用量で継続できるかと思われます。

以上の要因から今後も大幅に数値が上がることは少ないと考えられるため、次年度の基準値を再設定する予定
です。

■2022 ■2023

単位：㎡

数値目標を無事クリア

■水道 ■売上高

単位：㎡ 年別 水道使用量推移
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再生原料利用の推進

◇ 純正品

グリーン
購入

製品・
サービス アセトンに関しては再生品の仕入れが100％のため、

その他の原料においても再生品に置きかえられる商品を
増やしていきたいと考えています。◇ 再生品

再生品A D/M 22 29 42 22 32 27 36 29 41 25 30 44 379

純製品A D/M 10 0 10 5 5 5 5 10 10 0 5 5 70

月別購入量比較



◇施設内での商品別管理 ◇消防法に対応した保管

化学物質の適正管理

化学物質
製品・サービス

排水

◇ 危険物取り扱いの周知

建築物

適正管理を行っています

多くの危険物を取り扱うため、徹底した管理を行っています。
安全面の他、作業効率や品質向上にもつながる取り組みでもある
ので継続的に見直し・修正をしていきたい項目です。
また、近隣には住宅も多いので進入禁止・危険物取扱周知をし、

事故の未然防止に努めています。
来期からは化学物質管理者も選任し、社内においてもより安全

な取り扱いを目指していきます。



化学品の危険・有害性ごとに分類

基準をピクトグラム等で表したもの。

商品ラベルの表示に関して

自社商品ラベルにはGHSやSDSへ直接アクセス可能な二次元バーコードの印字をすることで使用者がいつでも危険性
を確認でき、また適切に管理できるようになっています。

事業者に提供する際に交付する危険性を記載した文書のことで主に火災、
人体、環境等の危険性がまとめられている。

SDSとは事業者が化学物質を含んだ製品などを使用、もしくは他の
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◇ 安全データ作成 ◇ リスクアセスメント作成

非PRTR製品比率向上

化学物質
製品・サービス

安定した数値を出せています。後半も
85％以上の数値をキープして、とても良
い結果としてみています。
また、近年ＰＲＴＲや第２種有機溶剤に
該当しない洗浄剤の問い合わせが増えて
きています。洗浄力との見合いになりま
すがより積極的に原料情報を収集して提
供できる製品を増やしていきたいです。

目標値を無事達成

■対象内製品重量 ■対象外製品重量 ■総量 対象内製品割合

2023年度 製品総出荷量におけるＰＲＴＲ対象製品比率



【三年後の展望】
現在は売上としてほぼ無い状態で作業させて貰うスタンスですが、３年後には経験を積んでビ
ジネスとして依頼されて、作業を行うスタンスに変えて行きます。









怪我による
事業継続の困難

・損害により事業所が
使用困難
・OA機器が使用困難

運転資金が一時的に
不足になる

データが失われる
可能性がある



初動対応の内容 発災後の
対応時期

事前対策の内容 初動対応の
内容

発災後の
対応時期

事前対策の内容

初動対応の内容 発災後の
対応時期

事前対策の内容







大項目 中項目 小項目 評価項目

1．経営理念（経営者の自覚） 健康宣言の社内外への発信及び経営者自身の健診受診

2.組織体制 健康づくり担当者の設置

（求めに応じて）40歳以上の従業員の健診データの提供

3.制度・施策実行 （1）従業員の健康課
題の把握と必要な対
策の検討

健康課題に基づいた具体
的な目標の設定

健康経営の具体的な推進計画

健康課題の把握 ①定期健診受診率（実質100%）

50人未満の事業場におけるストレスチェックの実施

（2）健康経営の実践
に向けた土台作り

ヘルスリテラシーの向上 管理職又は従業員に対する教育機会の設定

職場の活性化 コミュニケーションの促進に向けた取り組み

病気の治療と仕事の両立
支援

私病等に関する両立支援の取り組み

（3）従業員の心と身
体の健康づくりに関
する具体的対策

具体的な健康保持・増進
施策

食生活の改善に向けた取り組み

運動機会の増進に向けた取り組み

女性の健康保持・増進に向けた取り組み

感染症予防対策 感染症予防に関する取り組み

喫煙対策 受動喫煙対策に関する取り組み

4.評価・改善 健康経営の取り組みに対する評価・改善

5.法令順守・・リスクマネジメント（自主申告） 定期健診を実施していること、50人以上の事業場においてストレ
スチェックを実施していること、労働基準法または労働安全衛生法
に係る違反により送検されていないこと





出社時に検温チェック
＆体温表で管理

朝夕に事務所・社用車の
除菌の徹底

事務所・応接室に
飛沫防止用アクリル板を設置

社内外へ向けた掲示





再生品の使用について

バイオエタノールの使用

さとうきびやトウモロコシなどのバイオマスと呼ばれる生物資源から製造された
エタノールの事です。これらは原料の成長過程で光合成をおこないCO2を吸収
する為、おおきなサイクルで見た時に一方的に大気中にCO2を放出することに
ならないので環境に良いとされています。

バイオエタノールとは



環境負荷の削減にのみ
意識が向いてしまいますが、
このような緑化の取り組み
にも力を入れていきたい
と考えています。

毎朝、社周辺を
清掃しています。



今期は、変化の年で少しずつ社内の組織化が進み個々の目標が明確になりました。 そうした中で資料の方も内容が濃く
なり、昨年度以上のクオリティーを考えているとかなりの時間がかかってしまいました。 来期から新しく社員が１名加わるの
で、更なる変化の年になると思いますが組織を上手く利用して全体で活動を強めていこうと思っています。

2024/5/20


